
塔と
う 

婆ば 

供 

養 
 

塔
婆

と

う

ば

と
は
、
仏
塔
の
形
を
簡
略
化
し
た
木
の
板
の
こ
と
で
す
。
昔
か
ら
塔
婆
を
供

え
る
こ
と
は
、
仏
像
を
一
体
造
立
す
る
事
と
同
じ
功
徳
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
塔
婆
に
戒
名
等
を
書
き
入
れ
て
、
先
祖
さ
ま
を
始
め
、
故
人
へ
の
供
養
の
心

を
形
に
し
ま
す
。
又
、
様
々
な
仏
さ
ま
に
塔
婆
を
供
え
、
そ
の
ご
利
益
を
頂
き
ま
す
。 

ご
家
族
の
ご
健
康
、
家
内
安
全
は
、
ご
先
祖
さ
ま
へ
の
感
謝
と
ご
供
養
を
つ
と
め

て
か
ら
こ
そ
。
毎
月
の
ご
供
養
が
出
来
て
い
な
い
ご
先
祖
さ
ま
（
母
方
先
祖
・
妻
側

先
祖
等
）
な
ど
を
始
め
、
ご
親
族
、
ご
縁
の
あ
っ
た
方
、
ま
た
仏
さ
ま
に
塔
婆
を
お

供
え
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。 

お
申
込
み
に
な
ら
れ
た
塔
婆
は
、
法
要
当
日
に
一
霊
一
霊
読
み
上
げ
て
ご
供
養
を

致
し
ま
す
。
お
申
込
み
は
、
申
込
書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
上
、
郵
便
振
込
み
・
書
留

に
て
ご
供
養
料
を
お
納
め
下
さ
い
。
尚
、
お
申
込
み
は
当
日
は
混
雑
し
ま
す
の
で
お

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈 
申
込
書 

裏
面 

〉 

 
 

 
 

〈 

申
込
書 

記
入
例 

〉 

 

〈 

そ
の
他
の
記
入
例 

〉 

俗
名
○
○
△
△
の
霊
、
無
縁
仏
の
霊
、
土
地
の
仏
の
霊
、
ペ
ッ
ト
の
霊
、 

お
不
動
さ
ま
、
お
地
蔵
さ
ま
、
観
音
さ
ま
、
荒
神
さ
ま
、
水
神
さ
ま
な
ど 

○
○
家
水
子
の
霊 

 

○
○
△
△
大
姉
の
霊
（
も
し
く
は
俗
名
で
） 

○
○
家
先
祖
代
々
の
霊
（
夫
側
先
祖
） 

  

お
釈
迦
さ
ま
、
弘
法
大
師
さ
ま
な
ど 

 

「 

特
別 

」 

△
△
○
○
居
士  

三
回
忌 

△
△
家
先
祖
代
々
の
霊
（
妻
側
先
祖
） 



塔 

婆 

供 

養  

申 

込 

書 
 

※ 

平
成
二
十
七
年
秋
よ
り
、
ご
供
養
料
の
改
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す 

○ 
ご
供
養  ( 

一
霊
に
つ
き )  

・ 

水
子
供
養 

・ 

仏
さ
ま
へ 

 
 

千
円   

 

○ 

先
祖
代
々
の
霊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      
        

二
千
円    

○ 

大
塔
婆
供
養 

 ( 

二
尺
大
塔
婆 ) 

 
 

 
 

 
 

 
       

五
千
円    

○ 

特
別
供
養  

 
( 

三
尺
大
塔
婆
・
供
養
の
證
授
与 ) 

 
     

一
万
円    

 

※ 

大
塔
婆
、
特
別
供
養
を
さ
れ
る
精
霊
に
は
、
「
大
」、
「 

特
別 

」
と
ご
記
入
下
さ
い 

 

※ 

大
塔
婆
、
特
別
塔
婆
は
、
当
日
の
お
申
込
み
に
は
対
応
し
か
ね
ま
す 

 

※ 

当
日
、
読
み
上
げ
ま
す
の
で
、
ふ
り
仮
名
を
お
付
け
下
さ
い 

 

合
計 

 
 

 
 

 
 

円 

施
主 

名
前 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住
所 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話 

※
電
話
番
号
とF

A
X

番
号
は
異
な
り
ま
す 

F
A

X
 

０
９
３
‐
９
３
１
‐
６
７
１
７ 

     

     


